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前照灯内部反射鏡の樹脂製光軸調整支持棒の成形工程において、材料の乾燥が不十分なものがあ

り、樹脂内部に水分が残留し、強度が不足しているものがある。そのため、そのままの状態で使

用を続けると、走行振動等により光軸調整支持棒が折損し、前照灯の光軸が下向きになり、光軸

調整ができなくなるおそれがある。 

前照灯 

基準不適合発生箇所  

 改善の内容 
 全車両、当該前照灯アセンブリを良品に交換する。  
 識別：右前照灯ハウジング上部に白ペイントを塗布する。 
 
   注： は交換部品を示す。 

光軸調整支持棒 


